
ひょうご安全の日推進事業活動事例（全県事業）

参加者数

＜活動概要＞

阪神・淡路大震災被災県の建築士として、今後想定される地震に備え、兵庫県の自治会、小・中・高
等学校と連携して、誰にでもできる地震対策の実現を目指し、減災対策の啓発を展開。

実施日時
平成19年10月１日(月)
～平成20年３月29日(土)

実施場所
神戸市、赤穂市、加古川市、洲本市ほ
か

1,000,000円

住宅耐震化の普及啓発

事 業 名
兵庫県の建築士と兵庫県民が手を携え
て行う減災対策活動

実施団体 社団法人兵庫県建築士会

＜活動概要＞

「地球温暖化と防災」をテーマに取り組んできた世界の子どもたちによる協働学習。

参加者数 500,000円

＜活動概要＞

それぞれの地域ごとの防災や減災に関する状況や受講者のニーズにあわせた身近な課題をテーマとし
た出前講座を実施。

・阪神・淡路大震災等の教訓の語り継ぎ
・ＣＧハザードマップの普及
・講座開催地の地理や予想される自然災害の説明
・図上訓練の実施 など

助成額

全県29

・自然災害の経験をもとに世界の子どもたちが作成した「災害安全
マップ」を展示。

・インターネット・テレビ会議システムを用いて、世界の約５カ国が
つながり、活動報告と成果発表、パネルディスカッションを実施。

世界の子どもたちによる防災会議

事 業 名
防災世界子ども会議プロジェクト実行
委員会

参加者数 1,000,000円4,360人 総事業費 2,121,193円

助成額2,121,065円総事業費5,500人

全県14

全県８

・木構造架構（実大模型）を使った耐震体験
・建物の振動実験映像の視聴
・食器棚での食器の置き方（安全な保管方法） など

3,630人 総事業費 1,044,764円 助成額

実施日時

地域防災や減災知識の普及・啓発活動
事業

実施団体

実施場所
平成19年10月１日(月)
～平成20年３月31日(月)

兵庫県内各地

特定非営利活動法人ひょうご地域防災
サポート隊

出前講座による防災知識の普及啓発

実施日時

実施団体

実施場所

世界の子どもたちが協働する防災学習
プロジェクトの成果発表

平成20年３月11日(火)
～平成20年３月30日(日)

人と防災未来センター（神戸市中央
区）

事 業 名
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＜活動概要＞

ゲームで防災学習

特定非営利活動法人プラスアーツ

実施場所 神戸市、三木市、上郡町

全県11

・ＧＵＲＡＧＵＲＡ ＴＯＷＮ
買い物遊びをしながら防災の知識を学ぶことができる防災すごろく

ゲーム

・なまずカードゲーム
震災時に必要な柔軟性を養うことができる防災カードゲーム

事 業 名

実施日時

参加者数

楽しみながら学べる“防災ゲーム”の
普及啓発プロジェクト

平成19年10月１日(月)
～平成20年１月31日(木)

実施団体

1,000,000円

2006年に企画・開発・制作した「楽しみながら学べる“防災ゲーム”」のセミナーやワークショッ
プ、大規模なゲーム大会を開催し、“防災ゲーム”を通じて、防災教育の一旦を担い、阪神・淡路大震
災で得られた教訓を次世代に継承。

災害時の難病患者支援に関する基盤づくり

実施団体 兵庫県難病団体連絡協議会

2,139,255円 助成額

実施場所 兵庫県看護協会会館（神戸市中央区）

200人 総事業費

参加者数 360,000円69人 総事業費 768,650円 助成額

＜活動概要＞

法制化されていない難病は、その患者数の把握が困難。大災害時における患者の医療福祉支援に対す
る不安は大きいため、地域毎の患者数を調査し、災害時対応の基盤づくりを実施。

全県33

・兵庫県内の難病患者数を市町毎に整理。
・「難病緊急時便利マップ」を作成し、災害に対する方策を考える

基礎資料として各種患者団体に配付。
・シンポジウムにより、防災福祉の専門家等の講演や、自治体の災

害支援のあり方についての討論を実施。

ラジオで震災の経験と教訓を発信

事 業 名
防災・減災意識を高めるためのラジオ
番組の制作及び放送の事業

実施団体 げんきＫＯＢＥ

実施日時
平成19年12月２日(日)
～平成20年３月30日(日)

実施場所 ラジオ関西（神戸市中央区）

参加者数 112,000円兵庫県域を対象に放送 総事業費 390,667円 助成額

＜活動概要＞

震災体験者や防災専門家の話、防災に関する施設のＰＲをラジオで放送。

全県58

・被災体験から減災・防災への提案
・人と防災未来センターＰＲ
・1.17長い一日
・私の防災体験 など

事 業 名 難病患者の災害支援

実施日時 平成20年３月30日(日)
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